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私立大学図書館協会西地区部会 

2010 年度第２回阪神地区協議会定期総会議事要録 

 

日時：2011 年 2 月 25 日（金）14：45～16：30 

会場：関西外国語大学 中宮キャンパス 本館・多目的ルーム 

出欠：出席校…39 校（51 名） 

   欠席校…30 校（内、委任状提出校 30 校） 

 

配布資料 

１．私立大学図書館協会西地区部会 2010 年度第 2 回阪神地区協議会定期総会資料 

２．私立大学図書館協会西地区部会 2010 年度第 2 回阪神地区協議会定期総会出席者名簿 

 ３．私立大学図書館協会阪神地区協議会 2011 年度行事予定 

 

議 事 

  議長選出まで、今年度理事校である関西外国語大学図書館学術情報センター課長補佐

藤津滋生氏が議事を進め、冒頭関西外国語大学図書館学術情報センター所長眞鍋昌弘

氏が開会の挨拶を行った。 

 

Ⅰ．議長選出 

  阪神地区協議会議長校当番順位（定期総会議長校ローテーション表）に基づき、神戸

松蔭女子学院大学図書館の熊元千重子氏を議長に選出した。 

 

Ⅱ．報告事項 

  報告事項に先立ち、議長から、本日の出席校数及び委任状提出数が報告され、定期総

会が成立している旨宣言された。 

 

 １．阪神地区協議会報告 

   理事校（関西外国語大学藤津氏－以下同じ－）から総会資料に沿って、次の項目

１）２）３）について、研究会幹事校（大阪成蹊大学真木氏）から項目４）の①

について、研究会副幹事校（大阪女学院大学河合氏）から②について、相互利用

運営幹事校（関西国際大学薮本氏）から項目５）６）について報告があり、これ

を了承した。 

   １）会務報告 

      加盟校数（2011 年 2 月 25 日現在）：69 校 

   ２）総会報告 

   ３）2010 年度運営委員会報告 
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   ４）2010 年度阪神地区研究会報告 

     ①第 1 回阪神地区研究会 

     ②第 2 回阪神地区研究会 

   ５）2010 年度阪神地区相互利用運営幹事校報告 

   ６）2010 年度阪神地区相互利用分担保存委員会報告 

 

  ２．西地区部会会務報告 

    理事校から総会資料に沿って、次の各項目について報告があり、これを了承した。 

   １）西地区部会加盟校（2010 年 9 月 9 日現在） 

   ２）2010 年度新規加盟校 

   ３）2010 年度脱退校 

   ４）加盟館名称変更 

   ５）役員校・当番校ならびに研究会幹事校 

   ６）2010 年度西地区部会総会 

   ７）2010 年度西地区部会研究会 

   ８）2010 年度西地区部会役員会 

 

  ３．協会関係事項報告 

    理事校から総会資料に沿って、次の各項目について報告があり、これを了承した。 

   １）協会加盟校（2010 年 9 月 9 日現在） 

   ２）2010 年常任幹事会 

   ３）2010 年度東西合同役員会 

   ４）第 71 回（2010 年度）私立大学図書館協会総会・研究大会 

   ５）2010 年度国際図書館協力委員会 

   ６）2010 年度協会ホームページ委員会 

   

  ４．協会関連事項報告 

    理事校から総会資料に沿って、次の各項目について報告があり、これを了承した。 

   １）国公私立大学図書館協力委員会 

   ２）日本図書館協会関係 

   ３）第 12 回図書館総合展の後援について 

   ４）情報保存研究会・日本図書館協会共催シンポジウムの後援について 

   ５）公私立大学図書館コンソーシアム（PULC）への宛名シール提供について 

   ６）電子ジャーナル・コンソーシアムの連携強化について 

   ７）国立国会図書館によるインターネット資料収集保存事業について 

   ８）大学図書館近畿イニシアティブ 
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Ⅲ．協議事項 

  １．2011 年度以降の阪神地区協議会役員校輪番制（案）について 

    理事校から総会資料に沿って、入学定員により「会長」「部会長」「理事校」「幹事

校」として役割を担当する旨を説明。審議の結果、これを承認した。 

 

  ２．2011～2012 年度阪神地区協議会役員校（案）について 

    理事校から総会資料に沿って、2011～2012 年度の理事校、研究会幹事校（正）、

研究会幹事校（副）、相互利用運営幹事校、監事校について説明があった。審議の

結果、異議なくこれを承認した。 

 

  ３．大学図書館近畿イニシアティブ、能力開発専門委員会委員及び広報・WEB 専門委

員の選出（案）について 

    理事校から、前回までは運営委員館も協議事項として挙げていたが、阪神地区協

議会で委員の委嘱状を出すことはしていないので、今回から省いたと報告があっ

た。その後、理事校から総会資料に沿って、2011～2012 年度 能力開発専門委員

会委員は大阪工業大学図書館の田村俊明氏、また 2010～2011 年度 広報・WEB

専門委員は引き続き桃山学院大学図書館の頼田法子氏であるとの説明があった。

審議の結果、異議なくこれを承認した。なお、2010～2011 年度 能力開発専門委

員会委員の流通科学大学図書館の長尾晴美氏が異動のため2011年度の委員の選出

の必要がある旨報告があった。 

    以下の意見があった。 

    （１）関西学院大学（兄井氏）から、運営委員館も阪神地区協議会での承認が必

要である。関西学院大学、甲南大学等同じ大学が担当し続けるのはよくないと思

われるので、今後、ルールの確立が必要ではないか、との発言があった。 

理事校より運営委員会で審議した後、次回総会にて協議する旨説明があった。 

 

Ⅳ．懇談事項 

  １．分担保存誌について 

    相互利用運営幹事校、関西国際大学から分担保存誌について意見を聞きたいとの 

説明があった。 

以下の意見があった。 

（１）関西学院大学（兄井氏） 

廃止の意見の方が少ないので一気に廃止にはしない方が良い。見直しは必 

要だと思う。 

    （２）常磐会学園大学（西田氏） 

京都地区では所蔵館の少ないものを保存しようという目的で分担保存が始 
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まったはず。常磐会の担当は TLS。TLS が本当に保存すべきものか疑問が 

ある。廃止ではなく、内容部分について検討してもらうのが良いのではな 

いか。 

 

  ２．学習支援プロジェクトについて 

    「学習支援プロジェクト」代表の武庫川女子大学（川崎氏）が欠席のため、理事 

校から活動報告があり、学習支援プロジェクトを継続させるべきかについて意見

を聞きたいとの説明があった。 

以下の意見があった。 

（１）関西学院大学（兄井氏） 

   承認されている活動なので、活動機会がなかったからといってすぐなくす 

必要はない。 

 

Ⅴ．承合事項 

  特になかった。 

 

Ⅵ．確認事項 

  １．2011 年度第 1 回阪神地区協議会定期総会の議長について 

    理事校から総会資料（定期総会議長校ローテーション表）に基づき、次回阪神地

区協議会定期総会の議長は神戸女学院大学である旨の報告があり、これを確認し

た。 

  ２．2011 年度以降の阪神地区協議会等の役員・当番校について 

    理事校から、阪神地区協議会役員校、協会当番校、西地区部会当番校の報告があ

り、これを確認した。 

 

Ⅶ．その他 

  ホームページ委員会の関西外国語大学（三村氏）より、新サーバー移行について報告 

があった。 

 

 

 以上をもって議事を終了し、関西外国語大学図書館学術情報センター事務部長丸山茂樹 

氏から閉会の挨拶があった。 

 

以 上 
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2010 年度第 2 回阪神地区協議会定期総会資料 

    
正誤表 

    
    
頁 行 誤 正 

8 25 常盤会学園大学情報センター 常磐会学園大学情報センター 

  26 常盤会学園図書館 常磐会学園図書館 

13 3 2010年 9月 9承認 2010年 9月 9日承認 

23 30 常盤会学園大学 常磐会学園大学 

25 20 常盤会学園大学 常磐会学園大学 

27 26 2013年度以降 2011年度以降 

33 31 常盤会学園大学 常磐会学園大学 

36 5 監事校 関西大学   

  18 同志社大学 関西大学 

 


